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ボランテイア .NPO活動センターでは、地域の様々な団体や行政と連携し、地域貢献と学生の学

びにつながる活動を実施しています。また、ボランティアに関心はあってもなかなか最初の一歩を踏

み出せない学生やボラ ンティア経験の少ない学生に向けて、地域とつながるきっかけとなる ような

様々な体験事業を学生スタッフが中心となって企回しています。学生スタッフ自身も地域団体や行政

からの協力依頼に対し、スタッフ聞で協議しながら和極的に関わっています。

企画名 タイトル
丸屋町商店街のまちづくり活動へのボランティア協力

(ナカマチ土曜夜市 in丸屋町)

報告者名 河内 直之(国|際文化学部 国際文化学科 2年次生)

日 2011年7月23日 (土)15時00分-211侍30分

月? 丸屋IIrJ・尚庖街 (大津ilT内)

イベント主催 丸屋IIrJ商庖街振興組合

実施主体 ボランティア .NPO活動センター (瀬田)

参加人数 本学学生68人 (学内サーク ル18人、学生スタッフ13人、その他の学生37人)

-経緋・目 的

大津市にある丸屋町商!苫街で‘は、毎年7月に

夜市という縁日などのイベン トが開催されてい

ます。ボランティア .NPO 活動センターでは、

丸屋町耐m街振興組合からの依頼を受け、夜市

へのボランティア協力を行っています。

また、本学:学生に夜市を通してボランティア

の楽しみをまIJっても らうこと で、今後のボラン

ティ ア活動へのきっかけとし、 一方で地域との

関係を深め、商庖街 ・商!苫街の人への貢献とな

り、イベン トを蝶 り上げることを目 的としてい

ます。

-概製

① まち歩き

夜市のボランテイア活動に参加する学生に、

商rd街に関心、を持ってもらうことと、商庖街の

方と |則わってもらうことを目的に、夜市開始Jl寺

間前に、間j苫街の現在と過去の迎い ・歴史など

のお話しをしていただきながら、商j苫街を案内

していただきま した。

②揃!苫街の山j占運営

かき氷、綿菓子、金魚すくい、プラ板づくり、

サイコロゲーム、輪投げ、 ミニヤード(ビ リヤー

ドの簡易版)、楠島県物産販売

Q:学生オリ ジナル出庖の運営

オtあめ、フロー ト (ジュースの上にアイスを

のせたもの)、ホッ トドッグ

④商J;!:'i街内ステージでのイ ベン ト制鞍

学内のよさこ いサーク ル 「華持能」の山出調

整を行い、総勢18名が出演してくださ いまし

た。

⑤デジタ ルフォ トフレームの展示

Iまるごと丸屋町!笑顔商j苫街 思い出写真

展会キランJと姐し、商!苫街の一角に展示しま

した。展示内容は、 メL犀111]"商庖街振興組合の加

入j苫告iIiに訪問・イ ンタビュ ーさせていただき 、

j占舗の写真、おl苫の方の写真を搬らせていただ

いたうえで、それらを 1枚ずつのスライ ドにま

とめ、計14枚のスライドを音楽とともに上映し

ました。

-参加者のJ~i ・ 柑・ られた効果など

「始めてボランティアに参加したが、有意義

な時間を過ごせた。ほかのボランテ ィアにも



活動を通じたi也i或との連携 ~学生と地域をつなぐ~

参加してみたい。」 との戸をいただき、さら

にアンケートの設IIJJのひとつである、「今後

もボランテイア活動に参加したいと感じます

か?Jの回答には、参加者計37名全員が 「参

加したいJとの回答、目的のひとつである 「ボ

ランテイアの楽しみを知ってもらい、今後の

ボランティア活動へのきっかけ作りJを達成

できました。

・参加者対象のアンケートの中で、夜市を楽し

めた理1[11の上位に「地域の人とのふれあい」

があったことで、 1:::1i'l0のひとつの「地域との

関係を探めるJも達成でき ました。

・夜市前円の 7/22(金) に行った、出応の看

板作 り、フォ トフレームの飾り付け作業や、

夜市当日の活動前に行ったアイスブレイクに

より、 学生スタッ フと参加学生の交流、参力11

学生同τ|ての交流を図る ことができま した。

・商問街の理事長の方から「学生ボランテ イア

の力で、夜市が大いに盛 り上がった。これを機

に、丸屋町商!苫街に足を運んでもらい、商j古

街に愛着を持ってもらいたい。jとのお言葉

をいただきました。

.学んだこと・ 今後の課題

・昨年度に引き続きまち歩きを行い、案内して

いただく陶山街の方の人数を増やしていただ

き、少人数のグループで案内していただくな

どの処世をとりました。参加学生によ り話を

1mいてもらえるような空間作りに努め、ある

程度は改善されましたが、さらなる改替の余

地があります。

・企画メンバー内の夜市当日の却nかい部分 (準

備l時など)での情報共有不足があったので改

善したいと思います。

・フォ トフレームのスライド製作のため、商庖

街にインタビューに行ったことと、企画メン

バー内で勉強会を行った ことにより、メン

ノくー 自身が商品i街についての知識を得る こと

ができましたが、フォ トフレームの展示方法

には課題が残ったため、フォトフレームの周

りにそれを説明する学生を配置するなどの工

夫が必要であると思います。

・昨年度の反省をいかし、夜市の問にフリ ーで

周りを見る役をつくり効果を見せていました

が、その人数を後 1-2人増やすこと で、よ

り潤滑に出j占述営ができると感じました。

企画名 タイトル 丸屋町商庖街のまちづくりの活動へのボランティア協力(大津祭宵宮イベン卜)

報告者名 河内 直之(国際文化学部国際文化学科 2年次生)

日 11寺 2011年10月8日(土)15時30分-21時30分
J卦 所 丸屋町商庖街 (大津市)

イベント主催 |丸屋町商庖街振興組合

実施主体 ボランティア .NPO活動センター(瀬旧)

参加l人数 a人 (うち、学生スタッフ 8人)

-経緯 ・目的

2004年度から継続して、大津市にある丸屋IIIT

尚脂街で|掛かれる夜市へのボランティア協力を

させていただいており 、より密接に丸屋町商庖

街と |拘わることができないかということで、今

年度から同ifi1J;!i街|勾で11日かれる大津祭の宵宮イ

ベントにボランテ イア協力する こととなりまし

た。

この前動を通して、本学学生に、ボランティ

アの楽しみをま"ってもらい、今後のボランテイ

ア前動へのき っかけを作ることと観光客などへ

向けた揃附街の PRを了二伝うことと、より 一層
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地域との関係を涼めることを目的としています。

.概要

①商庖街の出庖運営

金魚すくい、フランクフル ト、 ポップコーン、

わたがし、光るアクセサリー販売、ちまき販売

②デジタルフォ トフレームの展示

今年度の夜市の時と同様に、商庖街の一角に

展示させていただきま した。展示内容は、夜市

H守と同様の丸屋町商fd街振興組合の加入目!?布Iiに

訪問・インタビューさせていただいた内容をま

とめたスライドと、今年度の夜市の様子をまと

めたものを上映しました。

③曳山 (西王骨山)の説明

宵宮のボランテイア活動に参加する学生に、

商応街に|剥心を持ってもらうことと、商j苫街の

方と|刻わってもらうことを目的に、宵宮で尚ー応

街に設置されていた火山 (西王母iJ_J)について

の説明をしていただきました。

-参加者の声 ・得られた効県など

・参加者対象のアンケートで「今後もボラン

ティア活動に参加したいと感 じた。」と答え

た参加者は 9名全員で、目i'Iりのひとつである

「今後のボランテイア活動へのき っかけ作

り」を達成できました

・参加者から「出府では、 子供たちゃ地域の人

とたくさんお話しできる機会がもててよかっ

たです。」と の戸をいただき、目的の 1つで

ある、参加者と地域との関係を深められた部

分とつながったと感じます。

・陶!苫街の一角に設世したフォトフレームで、

R:!j J，5街の応告iliPRのスライドを行ったとこ

ろ、それを見たお客さんの一部が、スライド

で紹介した庖舗のおJ([子を買いに行かれたの

で、フォトフレーム設世の効栄もみられたと

思います。

-学んだこと ・今後の課題

・宵宮ボランティア中に周 りを見て回るフリー

の学生スタッフを、夜市時の反省を活かし 2

名に増やしたところ、運営がより潤滑に進み

ました。

・フォトフレームのスライドについての説明を

行う学生スタッフを配置したことにより、よ

り多 くの方に見てもらえたが、まだまだその

人数は少ないので、設世場所やスライド内容

を充実にする必要性を感じま した。

・今回の企画は、 夏休みが明けて早い段階に

行ったものなので、当日の準備i時などの細か

な部分で揃応街の方との制推不足が生じたた

め、 当日までに辿絡を取る回数を増やすなど

の改普策が必要です。



活動を通じたil!!i或との連携 ~学生と地域をつなぐ~

企画名 タイ トJレ 大津祭へのボランティア協力

報告者名 回遊 ~llll (社会学部臨床福祉学科 l年次生)

日 時 2011年7月51:1 (火)12時35分-13時35分 PR・ボランテイア募集

10月2日 (日)10時00分-15時00分説明会&LlI建て見学

10月8日 (土)16時00分-21時30分宵宮

10月9日 (日) 8時00分-18時00分本祭

場 所 大W:市中心市街地、瀬田キャンパス野外ステージ前 (※ 7月5日のみ)

実施主体 ボランティア .NPO活動センター (瀬田)

延べ参加人数 本学学生77人(うち、 学生スタッ フ30人)

-経緯・目的

滋賀県大津市中心市街地を中心として、 釘.年

行われる伝統行事 『大津祭jを、 「一人でも多

くの学生に知ってもらい、ボランテ ィアに参加

した学生に大津の文化・伝統をま11り、学生が地

域のー貝として何ができるかを考える」ことを

目的としました。

-概要

①説明会&山建て見学

まちづくり大津百11町館 ・大津祭曳山展示館を

活用して説明会を聞き 、大津祭の歴史を学びま

した。説明会後、実際に曳く予定であるところ

の山建てを見学し、試し曳きに参加 させてもら

いま した。

②スタンプテーリングボランティア(宵宮)

スタンプ台紙の販売、スタンプポjIし、長品の

交換

③!比山綱引き ボランティア (本祭)

中京町!丸山 f源氏山jの綱引き

④粋~mボランテイア(本祭)

1'.山巡行l時の観光客の瞥イ1m

⑤有料観覧席ボランテイア (本祭)

観光客の誘導 ・受付

⑥昼食会場ボランティア (本祭)

昼食会場の設営 ・撤去、弁当の配布

概要番号 参加人数※( )は学生スタッフ

① 30名(11名)

② 5名 (5名)

① 20名 (3名)

① 15名 (4名)

⑤ 3名 (3名)

@ 4名 (4名)

[PR、ボランテイア募集]

今年度は瀬田キャンパス内で大津祭の PRと

ボランティア募集のキャン ペーンを行いまし

た。(特活)大津祭曳山述j担の中町・理事、稲同

事務局長、湯立山責任者の千石氏を瀬田キャン

パスにお招きし、大津祭の紹介やお曜子の実演

をしていただくとともに、大津祭の写真展示や

映像上映を実施しました。

副参加者の声・得られた効果など

瀬田キャンパスを中心にボランティア募集を

していましたが、深草キャンパスの留学生2人

が参加 してくれました。「楽しかったJi伝統行

事に参加できたJという感想が山て、留学生に

も積極的に広報していくことも必要だと思いま

した。

[参加 した学生の声]

・客観的にお祭りを見る ことができた0

.地域の方と触れ合う ことができた。

・普段体験できないことが経験できた。

・大津祭の文化や歴史を知れて、良かった。

.学んだこと・ 今後のi課題

この大津祭の企画に参加 して「伝統を守り 、

継承していく 」こと の大切さを学びました。説

明会、宵宮、本祭で釘~Igl伝統等の説明を受けま

したが、毎回新たなことを教わりました。長い

歴史の中で受け継がれてきた伝統を守り、学生
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のような若い世代に繋げる必要性を企画メン

バーはもちろん、参加学生にも感じてもらえた

のではないでしょうか。

今後の諜組としては、振り返り方法が挙げら

れると思います。当日、本祭終了後にアンケー

トを実施し、 一部を各自保管にして、後日の振

り返りの場に持参してもらうという方法をとり

ました。その結娘、後日振り返りの山席率が低

かったので、当日に振り返りをしたほうが良い

と思いました。今後は効率的に参加者のな見を

きく方法を考えなければいけないと 思いまし

た。

企画名 タイトル くさつ子どもフェスタ2012

報告者名 南付l之介 (社会学部社会学科 1 ~I:: 次生)

EI H寺 2012年 1月15円 (日) 8時00分-16時30分

場 所 草津市野村運動公園

実施主体 ボランティア.NPO 前動センター(瀬田)

参加人数 44人 (学内サーク ル20人、 学生ス タッフ15人、その他の学生9人)

-経緯 ・目的

毎年実施されているイベント「くきっ子ども

フェスタJに本学学生がボランテイアと して参

加することで、ボランティアの楽しみを知り、

普段|剥わることの少ない子どもと遊びを通して

触れ合う機会を持ってほしいと思い実施 しまし

た。

また、参加した子ども述には、遊びを通して

「楽しいJi而白い」と感じてもらえるような

ブースにすることを目指しました。

圃概 要

。イベン ト迎営での協力内容

風船アーチ作り /;111]り 箸鉄砲 (射的ゲーム)

/折り紙の駒づくり /他の団体の手伝い (木

工紺|工、ストラ ックアウト、ペッ トボトルボー

リング、大凧上げ)/者ぐるみ(あおばなちゃ

ん)を活:ての PR活動

0学内サー クル fそでふれよ さこいサークル

華舞龍jと fマジック&ジャグリングサーク

ルMistJによるステー ジ山花ii

0イベン ト全体の後片付け

。イベン ト運営ボランテ イアの学生にrilJけて、

活動前のア イスプレイ クや前動後の痕り返り

圃参加者の声 ・得られた効果など

ボランテイアとして参加した学生だけでな

く、 学生スタッフ自身もフェスタにそれぞれ何

か しらの役割を持って活動できたと思います。

また、何人かの参加学生から、「これをき っか

けに他の活動にも参加してみたい」と いう感想

があったほか、以下のような感想も得られまし

た。

・学生ス タッフの方々がこちらを気にかけて、

たくさん話 しかけてくれたのが良かったで

す。

・たくさんの子どもや地域の方に見ていただけ

で、また、演舞だけではなくお容さんと触れ

合う機会もあり、 当サークルがとても大事に

していることなので、感謝の気持ちでいっぱ

いです。(華舞龍)

・自分自身も楽しみながらマジックなどを披露

できま したし、ジャグリング体験コーナーに

たくさんの子どもたちが来てくれて良かった

です。(Mist)

.昼食時間が十分ではなかったです。

・事前に活動の詳細uや概要(雰囲気、規模、子

どもの年齢層や人数)をもう少 し詳 しくまIJり

たかったです。



活動を通じた地域との連携 ~学生と地i或をつなぐ~

-それぞれのブースの役割分担と最低限しなけ

ればいけないことといった説明をするべきだ

と思いました。

.学んだこと ・今後の課題

本学学生に向けてボランテイアを非り、学生

スタッフと共に「くさつ子どもフェスタ」に参

加するようになって 3年目にな りました。その

おかげで大きな トラブルもな く当日は活動でき

たと思っています。 しかし、今年は他の団体の

手伝いが.ttiえてボランテイアの人数がどこにど

れだけ必裂かわからず混乱してしまう場而もあ

りました。

また、当日1(，(初に参加学生と交流を深めるた

めにアイスブレイクを行いましたが、その後の

活動では学生スタッフ同士で固まってしまい、

参加l学生とあまりコミュニケーションがとれま

せんでした。また、学生スタッフ内で各ブース

の詳しい説明や、故後の振り返りのH寺にグルー

プ内でまとめ役をするということを防相Jl:1-fし

企画名 タイトル ポフセン秋のまちまつり

きれていなかったので、事前に把撮しておくべ

きだと思いました。

H標人数は達成できませんでしたが、広報を

1，1.めに行えば少しは変わっていたと思います。

次年度は今年度の反省 ・諜題を生かして、本学

学生にボランテイアの機会を提供することを辿

して、学生スタッフ自身も様々な事を学んでい

きたいと思います。

報公者名 井筒智|世 (文学部点~i;学科 3年次生)

説明会:20日年11)J811(火)17: 30-18 : 30 

さんせん奨学会のlti校生への説明会 11月18日 (金)18: 00-19・00

1:1 時 体験①〈問日I1ふれあいプラザ>11) J 23日 (水)8・20-16:20 

体験② 〈ふかくさ 10Qll-印刷，¥il!f)26日 (土) 9 : 00-15 : 30 

ふりかえり:12月6U (火)17: 30-19 : 00 

(11/8) 21 )J'向1'(402教室、 (11/18)金井病院、(11/23)京郎競馬場・

月? みどりの広場、 (11/26)本町通(藤森神社付近~第 l軍迫付近及びそ

の周辺)、(12/6) 21り白'i403教室

尖施主体 ボランティア ，NPO i，fj動センター(深草)

参加人数 32人 (うち学生スタッフ23人)
」ーーー

.続料 ・目的 -概要

ボランテイアに参加したいと考えている人、

後期からやIか始めたいと考えている人に、ボラ

ンティアに参加の機会を提供するために、この

金IllJjを実施しました。

・説明会(この企画に応募してくれた人li'Jけ)

・ボランティアとは何か? (ミニ講義)

・体験先についての説明

.金井病院 (さんせん奨学会の高校生)

ィーのボランテイア入門講座で、参加l学生から

地域に|則わるボランティアをしたいという希却

をIlHいたので、今回は、地域に関わるボランティ

アに絞り、ボランティア体験講座を企画しました。

・西部ふれあいプラザの活動紹介及び参加l呼び

かけ

・ボランティアとは何か? (ミニ講義)

・伏見西部ふれあいプラザ

リユース食器の回収、ごみの分別、ステージ
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のお手伝い、来場者・自転車 ・バイク等の誘導

.ふかくさ10019 H'ij応街

事務所前など主要箇所での準備 ・設営 ・撤収

作業とエコまちステーションのお手伝い、伏み

~るかるたのお手伝い、 100円耐m街実施範囲

内におけるゴミ収集、案内係り (場所やプログ

ラム案内)、東日本大震災復興支援募金の呼び

かけ、アンケー ト協力の声掛け等

※今回のプログラムを実施するにあたり、深草

支所の方や深草100円防府街実行委員会の大山

さんと事前打ち合わせのH寺聞を持ちま した。ま

た、本110'通を事前にフィ ールドワークも行いま

した。

-参加者の戸 ・得られた効果など

・普段触れあえない高校生と交流できた

.小さい子供たちと遊べた

-地域の人と|剥われた

・今度は、自分たちが何か出府してみたい

などの声をいただきました。普段関われない

世代の人たちと|珂われたのは、とても良かった

ようです。なによりまた参加したいと考えてく

れた人が多くいたので、今後もこのような企画

を行っていきたいと思っています。

-学んだこと ・今後の諜題

地域イベント参加に重きを世くのか、ボラン

テイアが初めての人が参加しやすいものにする

のか、ポイン トを一つに絞るべきでした。後者

を優先した場合分野に凝る必要がなく、前者に

重き を置く場合ボランティア内容や参加時のH乎

びかけの準備はもっと必要で、早い時期に行わ

れるのが望ましいと思いました。

初めての試みでいろいろな部分で分からない

ことがあり、自分速が想像したより、 多くの時

間を賢し、 思ったようにいかないことカf多かっ

たです。当日も予期せぬ山来事‘が多く対応に追

われて しまい事前準備をもう少し行っておけば

良かったと思いました。

今後は、地域と学生、センターがどのように

関わるのかを考え、少しでも多くの学生が地域

に関われるようなイベントなどを行っていき た

いです。

企画名 タイトル 伏見区野宿者支援プロジェクト

報告者名 竹村光世 (深草キャンパス コーディネーター)

2011年4月21・22日、 5月25・26日、 6月29・30日、7月21日 (20日実

施予定であったが、暴風雨のため21日に1日で実施)、 8月26日 (学生

EI H寺 の夏JVl休1I1B1中のため 1日で実施)、 9月28・291:1、10月19・20日、 11月

21 ' 24日、 12月16日、 2012ij::1月181:1、2月21日、 3月23日

.6月16日 12 : 30~ 1 3 : 00 活動説明会を実施

活動1I;Jj:問 15 : 30~19 :00で実施(そのH寺に よって多少の前後あり )

出動場所 万L者15市伏見区の東高瀬川 ，i@高瀬川・ 山科川周辺

参加人数 101人 (学生46人、教員 1人、JIPPO1剥係者36人、センター職員18人)

実施主体 (特活)]IPPO/ボランテイア ・NPO活動センター

.続料 ・目的

2008年度末にボランティア ・NPO活動セン

ターとも |剥係の深い (特活)JIPPOの専務理

事であり 、元龍大教授である中村尚司先生から、

「東西高瀬川および山手|川の橋の下などで生活

している野宿者を支援する試みを JIPPOで行



いたいので協力をして欲しい。」との依頼が寄

せられました。実際に、 jIPPOスタッフとセ

ンタ ースタッフ、学生スタッ フの有志で河川を

歩き、調査してみたところ、支援が必要だと確

信し、 '09年春より、野宿者の生活支援を目 的

に]IPPOと協力して伏見区野宿者支援プロ

ジェク卜を本格的に開始し、今年度も引き続き

活動しています。

また、この活動を通じて、参加学生に社会の

問題や自分自身の偏見に気づき、自分自身の問

題と して考え、行動できるようになるきっかけ

になることも目的とし、学生に対し広く参加を

呼びかけています。

.概要

月に 1回ずつ 3iITfJII(東市瀬川 ・西高瀬川・

山科JII)の周辺に居住している野宿者に食料な

どの支援物資を持って訪問し、世間話をしなが

ら健康状態や困っていることなどについて聞き

取りを行い、必要に応じて情報提供や行政への

働きかけを行いました。

また、毎回参加者の変更があるため、 顔合わ

せと初参加の学生には簡単な活動に対する説明

を行った後、支援物資の配布準備を行い、深草

キャンパスを山発しました。活動終了後は毎回、

JIPPOのスタッフを交えたふりかえりと 、参

加学生とコーデイ ネーターでふりかえりを行

い、活動を迎じて得た気づきや疑IIJ]などを共有

しています。

訪問メンバーは、 jIPPOスタ ッフ、本学学生、

本学教員、センタースタッフで実施しました。

学生への呼びかけは、主に募集説明会や

HP、来室l侍や別事業の参加者への案内等を通

して行いました。

*NPO法人jIPPOとの役割分担は以下の通り

JIPPO 
ボランティア ・

NPO i古動センター

-訪問の際の事の手 -支援物資の購入 (会計報
配及び運転 告含む)

-支援物資購入のた -支援物資の管理 (入浴券
めの資金提供 他、 支援物資全般の管理)

-入浴券の購入 -支援物資の配布準備

-行政機関との対応 -広報活動 (ボランティア
の必集及び活動報告)

報告:;':・の作成やマスコミ対応などについては、
両組織が共同で実施しています。

-参加者の戸・得られた効果など

・はじめて野宿者の方と話してみて、明るく穏

活動を通じたi也減との連携 ~学生と地域をつなぐ~

やかな方々で、 I~I 分の勝手な偏見に気がつき

ました。

・飼い犬や柿のことが気がかりで生前保護受給

に踏み切ることができない方のことを知り、

もう少し制度の部分で一人一人の人生、生き

方を大切にできるようなシステムができない

のかと思いました。

・中学~tが家の毛布を川に捨ててしまった り 、

飼っていたウサギに乱暴したりと悪質ないた

ずらをしているということを耳に して、も っ

と学校でも野術者のことを字ぶ必要があるの

ではと感じました。

・川沿いが自分の生活閣内だったので、自分が

生活しているところと隣りあわせで野守一面者の

方々も暮らしているのだと強く意識し、その

ギャップも強く感じた。等

圃コーディネータ 一所感

この活動が始ま って 3年目になり 、野宿者の

皆さんからもこのプロジェク卜を認識されるよ

うになって、コミュニケーションも密になった

ように感じます。

このn問l日問i日L、さまさざ♂まな司平事'i>!V

野街者の/万Jは減り ました。それぞれの抱える問

題も深刻化しており、何かあったときの述絡先

のひとつになることができればと思っていま

す。
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